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平成 ２８．５．１

市制 100周年は、新生教育総合センターの年

教育総合センター

所長 佐藤 喜代子

平成２８年度がスタートし、縁あって４年目を

迎えることとなりました。昨年度もたくさんの皆

様に活用していただき、さまざまな活動や研究、

研修の中心的な役割を果たせたのではないかと心

から感謝を申し上げるとともに、今年度も更なる

学びの場となるよう邁進してまいります。

急なお知らせではありますが、教育総合センタ

ーが昨年の旧聖トマス大学の廃止に伴い、寄付し

ていただいた敷地、建物のなかの高さ54ｍのシン
ボルタワーであるサピエンチアタワーの中に、6
月に移転することになりました。現教育総合セン

ターは昭和60年に三反田町に開館し、30年を超
える歴史と伝統のある研修と研究の拠点としてご

支援をいただいてきました。今後、2階の教育相
談・特別支援担当、5階にある生徒指導担当所管
の自立支援室はそのままに3・4階の研修、情報
教育担当のみが動くことになります。また、さま

ざまな教育情報を収集し、提供してきた情報コー

ナーの機能を旧聖トマス大学跡地の図書館棟3階
に広く活用できる場として、より充実させていき

ます。

旧聖トマス大学跡地の活用は､｢学びと育ちを

支援する」というコンセプトで既存施設の有形無

形の価値を活かす方向ですすんでおり、「ありたい

まちづくり」のために幅広い教育の観点から本市

の課題解決を目指していきます。これからその構

想が、具体化していくこととなります。

まず先に、教育総合センターの移転を皮切りに

サピエンチアタワーは、教職員の学びの拠点とし

ての新たなスタートを切ることとなります。地理

的に市の中心であった現センターから比べて、遠

方となり、活用しづらい学校園の皆様には大変ご

迷惑をおかけしますが、魅力ある内容と使いたく

なる空間を目指してリニューアルしていきたいと

考えています。タワー以外の隣接する建物の一部

も貸し出し可能な場所がありますので、幅広いご

活用をよろしくお願いいたします。

これからの教育に求められるものは複雑で多

様化しており、子どもたちに必要な力の育成には、

新しい学力を支える教師自身のめざす教師像を打

ち出していく必要があります。そのために教職生

涯を通じた職能開発が大切であり、日々の業務を

こなしながら、意欲的に自己研鑽に取り組むため

に目標を明確に示すことが求められています。そ

れらをしっかり提示できるセンターでありたいと

思います。

大きく生まれ変わる年が市制100周年の年であ
るというのも、これからの方向性を打ち出すチャ

ンスの年であると前向きに捉えてすすめてまいり

ます。旧聖トマス大学跡地へのすべての移転が完

了するまでは、まだまだ時間が必要であり、準備

期間に伴い、ご迷惑をおかけすることがあると思

いますが、より新たな機能を持たせていきますの

で、引き続き積極的なご活用とご支援を賜ります

ようあわせてお願い申し上げます。
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昨年度の組織再編に伴い、教育総合センターは、

「研修」と「情報教育」の２つを担当しております。

次期学習指導要領に向け、きめ細かな支援ができる

ようにしていきます。

１ 研修担当

県や市の方針のもと本市課題をふまえ、「人材育成」、

「他部門との連携」、「今日的課題への対応力」の強化

を本年度の研修の柱にして、研修業務と教育研究業務

に取組んでいきます。

（１）受講しなければならない研修（基本研修）

校・園長研修等の職階別研修、職務別研修、１０

年経験者研修等の教職年数別研修を実施します。教

職年数別研修では、1年目から中堅教員まで幅広く

教師力を高めるための研修を計画しています。昨年

度から初任者研修の再編により、従来２５日の校外

研修が２２日となり、その分、２年次・３年次にも

研修を続けて行います。また、中堅教員研修の更な

る充実を図ると共に、「授業で勝負できる教員」育成

に力を入れていきます。さらに、次期学習指導要領

に対応できるよう全小学校教員対象の外国語活動研

修及びアクティブラーニングに関する研修を実施し

ます。この他、市内全幼稚園、保育園・保育所等の

就学前教育研修を開催し、就学前の考え方を共有し

ていく取組みを進めていきます。

（２）希望による研修（専門研修）

学校現場が抱える諸問題の解決をサポートする

ため多様な研修講座を分野別に設定しています。

(ｱ) 教育課題等への対応研修

(ｲ) 教科等の指導力向上を目指した研修

教育課題等への対応研修では、人権教育研修、情

報教育に関する研修や心の充実のためのカウンセリ

ング研修、生徒指導・不登校児童生徒支援研修、特

別支援教育研修、子ども理解のための研修などに取

組みます。また、教科等の指導力向上を目指した研

修では、教科ごとの講座以外にマイスター教員によ

る授業や実践から学ぶ研修を実施します。

（３）特別に実施する研修

特別に実施する研修では、緊急性や必要性のある

喫緊の課題に応じた研修を実施します。

（４）授業改善アドバイザーの派遣

授業力・学級経営等の指導力向上をめざして、８

名の授業改善アドバイザーが学校訪問をし、継続的

な指導をします。

（５）教育研究

教育長から委嘱を受けた教員が研究員となり、担

当指導主事や指導員と共に、実践的な研究に取組み

ます。本年度は、新たに全小・中学校からの部員に

よる拡大した

よるアクティブラーニング授業実践部会を立ち上げ

ます。また、年度末に部会による研究発表会を開催

します。

２ 情報教育担当

教育の情報化推進に向けて、学校でのＩＣＴ活用

や、情報モラル・情報セキュリティに関する教育を

推進するとともに、ネットワークシステムの効果的

な運用とそれらに関する研修を実施します。また、

情報教育に関する調査・研究・教材開発も学校や関

係機関と連携しながら進め、成果を広めていきます。

（１）学校ホームページ関係

各学校・園からのホームページ更新申請を受け

付けて処理し、インターネットへの公開を行うと

ともに、効果的な情報発信を推進します。また、

学校・園のホームページ作成を支援します。

（２）教育の情報化研修

下記のような研修や各学校へ出向いての研修

を実施し、ＩＣＴ機器の活用及び教育の情報化を

推進します。

・教育用コンピュータシステム管理担当者研修

・小・中・特別支援学校初任者対象の情報教育研

修

・校務支援システム研修講座

・学校・園ホームページ作成研修講座

・プレゼンテーション研修講座

・情報モラル・セキュリティ研修講座

・学校事務処理支援システム活用研修講座

・小・中・特別支援学校ＩＣＴ活用研修

（３）学校ＩＣＴ関係

学習用コンピュータ等、学校のＩＣＴ機器環境

を整備し、学習指導要領に示された情報教育を推

進します。

（４）ＡＭＡ－ＮＥＴ管理業務

コンピュータ・ネットワークが利用できる環境

を整備し、事務処理の効率化をめざしたシステム

の利用促進を図ります。また、メールや掲示板等

を活用し、学校と教育委員会との情報交換等の円

滑化を図ります。

（５）調査・研究・教材開発

アクティブ・ラーニング授業実践部会を中心に、

学校や関係機関と連携しながら、実証的な研究を

深め、教育実践に役立つ研究成果を市内に広める

ことで、本市における教育の充実を図ります。

学校におけるＩＣＴ及び学校情報通信ネット

ワークシステムの活用や、教育の情報化の推進に

取組みます。

☆☆☆ 教育総合センターの事業の概要 ☆☆☆
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教育総合センターが本年の６月に移転すること

となりました。本センターの３階及び４階の機能を

移転しますが、１階、２階と５階は、現状のまま残

ります。

１ 施設の概要

(1)サピエンチアタワー

正門から入って約１００ｍほど南にある、高さ

５４ｍの１０階建ての建物です。平成１０年に建

設されました。２階から７階までが、教育総合セ

ンターとなります。７階の研修室からは、尼崎の

様子を一望することができます。

【各階の配置】

２階・・・事務室、応接室

３階・・・応接室、書庫 等

４階・・・管理室、コンピュータ研修室

５階・・・研修室

６階・・・研修室

７階・・・研修室

(2)図書館棟

現在の情報コーナーの機能を図書館棟３Ｆに移

設し、より使いやすく、学びを支える機能を持た

せます。

２ 移転に係る今後の予定

(1)移転時期

６月中旬の予定

(2)研修について

サピエンチアタワーを使っての研修は、後日お

知らせします。

（教育総合センター研修担当 総括 重信親秀

情報教育担当 係長 民谷洋二）

☆☆☆ 教育総合センターの移転について ☆☆☆



※教職員研修 ※教育に関する調査・研究・教材開発　　

※教育総合センターの運営・計画調整　※予算管理　※文書管理

※教育情報収集・整理・提供　※情報誌の発行　※教科書センターの管理

総 括 重信　親秀 研修担当の総括、特別臨時研修、指導力パワーアップ事業

児童生徒文化充実支援事業

指 導 主 事 井上　雅登 県立教育研修所関係、特別支援教育関係、名簿管理

兵庫教育大学大学院派遣、中学校全体教科研究会

２年次教員研修、１０年経験者研修（小・中）

就学前教育、管外転入教員、特別支援コ―ディネ―タ―担当】

指 導 主 事 田中かおり 海外・中央派遣研修、初任者研修（中・拠点）、３年次研修（小）

２、３年次研修（中）、児童生徒文化発表会、基金事業

【研修・・・校・園長、養護教諭、栄養教諭、食育、ライフスキル

防災・安全、人権、道徳、音楽】

指 導 主 事 相方　伸二 研究所連盟、初任者研修（幼・小）、５年次相当教員研修

１５年次相当教員研修、キャリア教育、１０年経験者研修（幼）

【研修・・・算数科教育アクティブ・ラーニング部会研修、理科教育】

指 導 主 事 清水　康弘 県管理職研修、高等学校関係、英語教育強化地域拠点事業 　教育情報コーナーのご案内（３階）

英語科教育悉皆研修、初任者研修（高）、４年目教員研修、７年目 ・教育情報コーナーでは、先生方にご利用していただきたい本や資

教員研修、１０年経験者研修（高）、マイスター事業 料、雑誌等を整備しています。

【研修・・・新任校・園長、新任教頭、高等学校に関する研修】 ・原則として、６冊を２週間お貸ししています。

主 任 池内　　猛 予算・決算、複合施設の維持管理、庶務 ・現在の問合せ先は、電話番号６４２３－３４００です。

嘱 託 員 眞鍋　憲司 教育情報誌の発行、学校相談 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （担当　幾田）

嘱 託 員 幾田みよき 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

嘱 託 員 大龍　雅子 授業改善アドバイザー業務（中学校） 　フィルムライブラリーのご案内

嘱 託 員 尾崎　一郎 授業改善アドバイザー業務（中学校） ・視聴覚センターでは、視聴覚教材・教具の貸出や活用の助言等を

嘱 託 員 木村　啓子 授業改善アドバイザー業務（中学校） 行っています。

嘱 託 員 樫野　友弥 授業改善アドバイザー業務（中学校） ・申込書に必要事項を記入し、利用される３日前までに視聴覚セン

嘱 託 員 小笹　雅幸 授業改善アドバイザー業務（小学校） タ―に提出してください。

嘱 託 員 大川　泰三 授業改善アドバイザー業務（小学校） ・貸し出し数量や期間は、教材は１回につき４本以内で４日以内、

嘱 託 員 山内　宏美 授業改善アドバイザー業務（小学校） 教具は１回につき１台（式）で４日以内です。

嘱 託 員 山村　定実 授業改善アドバイザー業務（小学校） ・１６ミリ映写機および１６ミリ映画の貸し出しについては、当セ

再任用(短) 幾田　喜憲 ンタ―発行の認定証または１６ミリ映写機操作技術講習会を受講し

臨 時 職 員 岡田　綾　 管理業務事務補助 たことを証明する物を所持している方が対象になります。

・今年度も１６ミリ映写機操作技術講習会を行います。

・現在の問合せ先は、電話番号６４２３－３４００です。

※教職員研修　※情報教育に関する調査・研究・教材開発　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当　上玉利）

※教育の情報化推進(ICT活用)・情報モラル教育 ※複合施設の維持管理 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※ネットワークシステム活用 　※視聴覚センターの運営・計画調整　 ☆移転後の夜間貸出業務に関しては、整備や体制づくりのため、

係 長 民谷　洋二 しばらく準備期間をいただき、調整していく予定ですので、ご了承

ください。

指 導 員 東江　　潤

指 導 主 事 兒玉　　崇 ドリルシステム、小学校・特別支援学校・琴城分校PC（機器管理とシ

ステム活用）、小学校・特別支援学校校務支援システム、ＡＭＡ－ＮＥＴ

嘱 託 員 上玉利敏昭

臨 時 職 員 山﨑　敏広 情報教育ネットワーク管理事務補助

臨 時 職 員 伊原 まつ恵 情報教育ネットワーク管理事務補助

　　　　　　発　 行　  尼崎市立教育総合センター (尼崎市三反田町１丁目１番１号)

  　　　　　発行者　　佐藤　喜代子

  　　　　　題　 字　　岡本　元興　(元 尼崎市教育委員）

　教育総合センター 事務分掌表　　平成２８年５月１日現在
☆教育情報コーナーおよびフィルムライブラリー移転についてのお
知らせ

教育総合センター所長　佐藤　喜代子 ・教育総合センターの旧聖トマス大学移転に伴い教育情報コ－ナ－

研修担当 　　℡６４２３－３４００　（Fax６４２３－３４０４） とフィルムライブラリーも同時に移転します。移転先は、図書館

棟の中の３階に設置される予定です。

・教材や資料の貸出等は、今までと同じようにできますので、ご利

用ください。

☆新しい教育総合センターの場所および交通アクセス

　住所：尼崎市若王寺２丁目１８番１号

・旧聖トマス大学跡の新しい教育総合センターは、本市の北東部に

位置し、最寄りの阪急園田駅から、約１．１ｋｍの距離にあり、徒

【研修・・生徒指導担当、国語科教育アクティブ・ラーニング部会研修 歩約１５分かかります。

・阪神バス（１１系統　阪急園田駅南側～ＪＲ尼崎駅北側）が北側

道路（県道西宮豊中線）を概ね１時間に３本運行しており、百合学

院前で下ります。

　　　阪急園田駅南側～百合学院　所要時間　約　３分

　　　ＪＲ尼崎駅北側～百合学院　所要時間　約１２分

・駐車場および駐輪場の場所や台数については、未定です。

☆教育情報コーナーおよびフィルムライブラリーのご案内

資料収集・提供、教科書センターの管理

教員養成・教員育成業務

情報教育担当　℡６４２３－３４００　（Fax６４２３－３４０４）

情報教育担当の総括、研修管理、文書主任、高等学校ＰＣ

視聴覚センターの運営・計画調整

中学校・特別支援学校校務支援システム、中学校ＰＣ（機器管理とシ

ステム活用）、ＡＭＡ-ＮＥＴの管理（メール・ホームページ等）

学校事務処理支援システム、視聴覚ライブラリー管理、学校相談

　 開館時間ご案内 　　　　平日　午前９時～午後９時

　　（土・日・祝日・年末年始は利用できません。）

　※移転後の開館時間は、未定です。
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